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「らい予防法」に当事者団体はどう向き合ったか


























































カ所の園は加盟せず，1948年 1 月 1 日に星塚敬愛園を本部として，菊池恵楓園，駿河療
養所，東北新生園，松丘保養園で「五療養所患者連盟」が発足した。
連盟本部の星塚は，多磨の「プロミン獲得促進委員会」へ運動資金を送り，「連盟」
参加を呼び掛けた。これに対して多磨は1950年 2 月に全国組織の結成を提案， 4 月に
「全国癩療養所患者協議会結成並びに協議会設立準備委員会の設置」を決定，五園は了
「らい予防法」に当事者団体はどう向き合ったか













































































































































































1998年 7 月の熊本地裁へ提訴したのは 1 次13人だったが，2001年 8 月の19次には計
1301人に達した。東京地裁へは1999年 3 月に 1 次21人，2001年 7 月12次には計661人，

















2001年 1 月12日，熊本地裁が第15回口頭弁論を以て結審し，判決は 5 月11日となり，
会長と事務局長は同地裁に「全療協が裁判に期待していること」を「上申書」にして提
出した。また「国賠訴訟を支援する会全国連絡会」は公正判決を求める署名を提出，そ


















5 月23日，午後 6 時10分，小泉総理は記者団に「極めて異例の判断ですが，控訴を行
わないと決定」「早期解決を図る」と語った。
「らい予防法」に当事者団体はどう向き合ったか
社会学部論叢　第22巻第 1 号 2011. 10〔43〕
85



































































社会学部論叢　第22巻第 1 号 2011. 10〔43〕
87



























7 ） 前掲書 3 ，41-45頁。三園長の国会証言（抄録）は235-237頁。
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を要求する」（全療協編：144）
11） 東村山身患連は結核の回復者，結核の患者，精神，視覚，身体障害者，ハンセン病療養所
入所者などが，一人の悩みをみんなのものとして解決しようという全国的にも稀な運動団
体である。「新幹線は超特急，身患連（シンカンレン）は各駅停車の鈍行列車でみんなを
乗せて走ろうということをテーマにして活動を続けてまいりました。」（平沢：84-89）
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